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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、内発的動機づけに基づく仕事での有能感に着目し、特別養護老人ホームにおいて介護職員の仕事
での有能感を実証的に分析することでもって、職員が日々の介護業務を意欲的に遂行するためには、どのよう
な支援策が必要であるのかを検討する研究である。介護職員が様々な介護ニーズに対応していくためには、専
門性を備えた優秀な人材を確保し、育成していくことが課題であるが、そのためには介護職員が積極的に業務
の達成に取り組み、その際に能力を発揮することや、自分の資質向上のために努力するように意欲を高めてい
くことが重要であり、本論文の研究の意義は大きいと言える。 
 本論文は８章構成であり、第１章では、介護職員の仕事の現状を紹介し、仕事の肯定的感情や態度である仕
事の動機づけ、および職務満足についての文献レビューを行い、介護職員の能力の発揮や資質の向上への意欲
を高めるために必要な研究の方向性を明らかにした。第２章では、内発的動機づけにおける有能感に関する概
念整理を行い、介護職員の仕事の有能感に着目した実証的研究の提案として、研究意義、操作的定義および下
位概念、関連すると考えられる要因を提示した。第３章では、本論文の研究方法、回答者に関する基礎的デー
タをについて述べた。第４章では、介護職員の仕事の有能感の構造を明らかにした。介護職員の仕事の有能感
は、「業務の達成」「能力の発揮・成長」「仕事上の予測・問題解決」の３因子で構成されていることが確認され
た。第５章と６章では、介護職員の仕事での有能感に関連する要因を明らかにした。その結果、介護職員が仕
事での有能感を感じながら働けるように支援するためには、利用者との良好な関係を築き、職場内のソーシャ
ルサポートや協力的な人間関係の形成を促進することと、介護職の十分な人員配置や、職場で介護の仕事の専
門性が認められ、他職種と対等な立場で働けるような雰囲気づくりが必要であり、働きやすい職場環境を整備
することが有効な方法であることが示唆された。第７章では、介護職員の仕事の有能感とその有能感の主要因
が専門職の内発的動機づけに及ぼす影響を明らかにし、専門職の内発的動機づけを高めるためには、仕事での
有能感を高かめることが有効な方法の一つであることが示唆された。以上の調査結果をもとに、第８章では、
介護職員の仕事の有能感を高め、介護業務を意欲的に遂行できるよう行政や施設側に求められる支援の方向性
と介護職員自身側に求められる視点について提言を行った。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本学位申請論文は、特別養護老人ホームの介護職員を対象にして、仕事での有能感 (conpitency) に関する
実証分析でもって、職員の介護業務を意欲的に遂行するための支援策について検討する研究である。介護職員
は今後増大が期待されているが、一方で現在外国人介護職員が現実化しようとしている過程にあり、専門性を
備えた優秀な福祉人材を確保・育成していくことを目的とする研究の意義はきわめて大きい。 
 論文は８章構成であり、第１章は、介護職員の仕事の現状について文献をもとに言及し、第２章は、内発的
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動機に基づく有能感に関する文献レビューをもとに、介護職員の仕事での有能感についての枠組みを提案して
いる。第３章では、本論文の調査と研究の方法について概説し、第４章から第７章は調査研究での結果とその
考察を行い、第８章で、介護職員の仕事での有能感を向上させるための提言を行っている。 
 第４章以降は、特別養護老人ホームの介護職員を対象にした調査データをもとに多変量解析を駆使して分析
したものであり、オリジナル性がきわめて高い。第４章では介護職員の仕事での有能感が「業務の達成」「能力
の発揮・成長」「仕事上の予測・問題解決」の３因子でもって構成されることを明らかにした。第５章と第６章
では、介護職員の仕事での有能感に関連すると考えられる人間関係と職場環境について分析した。人間関係に
ついての分析では、「利用者との肯定的関係」が介護職員の仕事での有能感に最も強く関連していることを明ら
かにした。さらに、介護職員が仕事での有能感を感じながら働けるように支援するためには、利用者との良好
な関係を築き、職場内のソーシャルサポートや協力的な人間関係の形成を促進することが有効であることを示
した。職場環境についての分析では、職場環境の構造としては、「職場の全体的雰囲気」「仕事の明確性」「専門
性の認知」「職場生活の柔軟性」「待遇の適切性」「教育研修体制」「雇用管理体制」で構成され、とりわけ「仕
事の明確性」が介護職員の仕事での有能感に最も強く関連していることを明らかにした。第７章では、以上を
まとめる分析として、介護職員の仕事での有能感とその有能感の主要因が専門職の内発的動機づけに及ぼす影
響を明らかにしている。「利用者との関係と仕事の明確性が仕事での有能感を規定し、仕事での有能感が専門職
の内発的動機づけを規定する」との因果関係モデルを共分散構造分析でもって実証した。第８章では、以上の
知見をもとに、介護職員の仕事での有能感を向上させるための支援のあり方について、施設側と介護職員側に
分けて提言を行っている。 
 本論文は、介護職員の仕事での有能感の構造を示し、介護職員の仕事での有能感に関連する要因を明らかに
し、最終的に、介護職員の仕事での有能感が専門職の内発的動機づけに及ぼす影響を明らかにするといった、
きわめて論理的な展開で、研究をまとめている。さらに、分析結果から多くの知見を得て、有能感をもった介
護人材の育成方法について様々な具体的提案を行い、今後の超高齢社会に対して大きな貢献ができる。 
 以上のことから、本論文審査委員会は本学位申請論文が博士（学術）の学位に値するものと認めた。 
